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Ⅰ　「いじめ防止 これだけは！」より 
 

中津川市立落合小学校 

いじめをしない！させない！許さない！
 
 

いじめの基本認識
 

　いじめは、どの学校でも、どの子にも起こり得る 
 
【いじめの定義】 
「いじめ」とは、児童等に対して、当該児童等が在籍する学校に在籍している等
当該児童と一定の人間関係のある他の児童等が行う心理的又は物理的な影響を与
える行為（インターネットを通じて行われるものも含む。）であって、当該行為の
対象となった児童等が心身の苦痛を感じているものをいう。 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（いじめ防止対策推進法第２条） 

   

教師の心構え
 

　教師は、いじめを許さず、子どもをしっかり守る！ 
 
そのために… 
　１．すべての教職員が一致協力した指導体制をつくる。 
　２．早期発見･早期対応はもとより、未然防止に努める。 

 
                  

【未然防止】 【早期発見・早期対応】  
   

◎子どもの「居場所」づくり、子ども同 危機管理の「さしすせそ」を判断基準に  
　士の「絆」づくりを！ 　最悪を想定して　慎重に　　素早く  
◎未然防止の組織的な体制づくりを！ 　　　　　　誠実に　　組織で動く　　  

 
                  

【保護者との連携】 【関係諸機関との連携】  
   

◎児童生徒の幸せにつながる信頼関係　 ◎警察や子ども相談センター等と必要に  

　を！ 　応じた連携を！
 
 

            学校におけるいじめ問題に関する基本的認識と取組のポイント

＜「いじめ」指導への基本的な考え方＞ 

　　（文部科学省：  学校におけるいじめ問題に関する基本的認識と取組のポイント）

 

□いじめの防止等は、全ての学校・教職員が自らの問題として切実に受け止め、徹底して取り

　組むべき重要な課題である。いじめをなくすため、まずは、日頃から、個に応じたわかりやす

　い授業を行うとともに、深い児童生徒理解に立ち、生徒指導の充実を図り、児童生徒が楽しく

　学びつつ、いきいきとした学校生活を送れるようにしていくことが重要である。また、いじめ

　を含め、児童生徒の様々な問題行動等への対応については、早期発見・早期対応を旨とした対

　応の充実を図る必要があり、関係機関との連携を図りつつ、問題を抱える児童生徒一人一人に

　応じた指導・支援を、積極的に進めていく必要がある。


